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おかげ横丁

五十鈴茶屋

五十鈴塾

おかげの里便り

伊勢角屋麦酒×おかげ横丁BeerGarden
8月4日、伊勢神宮で雨風の災害もなく天候が順調で、五穀の稔りが豊かであるよう御幣を捧げて

お祈りするお祭り「風日祈祭（かざひのみさい）」が執り行われます。

夕暮れのおかげ横丁で風日祈祭を奉祝し、その恵みに感謝しながら、伊勢角屋麦酒をご堪能ください。

と　き／8月5日（土）　17：00～19：45

ところ／おかげ横丁一帯　
※天候など諸事情により内容を変更する場合がございますので予めご了承ください。

＜500名様限定！ご利用がお得なクーポン5,000円（税込）予約販売中！！＞
ビアガーデンを、よりお得に、よりご満喫いただくための、500円券10枚綴り+おかげ横丁商品券（500円）の

限定クーポン券です。

※会場内で販売するクラフトビール（1杯600円）を、クーポン券（500円）1枚でご利用いただけます。

※当クーポン券は、商品券として他のメニューや商品にもご利用いただけます。

（当クーポンをお求めでない場合やクーポンをご使用済みの場合も、それぞれ現金にてご利用いた

だけます。）

お申込み・お問合せ／おかげ横丁「オンラインショップ」電話0120-081-229

気候変動を正しく知ろう
～いま、三重県で起きていること～
気候変動で松阪牛はどうなるの？気候変動と天むすが関係している？気候変動が進むと潮干狩りや

たて干しができなくなるって本当？

ネットや新聞、テレビなどで毎日のように目にする「気候変動」。

私たちが暮らす三重県でも、さまざまな影響が現れています。

農林水産・自然・防災・健康などさまざまな分野で、今なにが起きているのか、どんな対策が取ら

れているのか、豊富なデータと県内でのヒアリング結果をもとに、樋口先生に分かりやすくお話し

いただきます。

と　き／7月13日（木）13:30～15:00

講　師／樋口俊実（三重県気候変動適応センター事務局長）

参加費／一般 1,450円　会員 950円

場　所／五十鈴塾右王舎

講座についてのお問い合わせ・お申込み／電話0596-20-8251

　五十鈴茶屋節気菓子

暑さがつのるとともに、赤い色みを深めるほおずき。

外郎生地でさらりと甘い黄身餡を包んで、あっさりとした味わいに仕立てました。

昔、住まいの間仕切りに使われていた御簾が今日ではすだれとなって、庶民生活

にも広まりました。夏の暮らしへの想いを緑餡と琥珀羹で涼しく仕立てました。

牡丹色に染まった梅の甘露煮を、葛生地で包み込みました。

爽やかな梅の酸味と、葛生地の透明感をお楽しみくださいませ。

    

水 牡 丹

御　　簾

ほおずき

みず 　ぼ　たん

　み　　　　 す


